
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師７
５％以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。 C

・79％の職員が、マイプランの成果指標を達
成したと回答しているものの、学習状況調査
の結果にはその成果が反映されていない。学
力向上に向け、今後さらに教師個々の授業力
向上のための施策を打ち出していく必要があ
る。

B

・特記なし

研究主任

○くにみスタイルの授業の構築
・１時間の授業の中で、生徒が主体的・
対話的で深く学ぶ場面を設定する。
・「くにみんタイム」を活用し、基礎学力
の定着、向上を図る。

○意識調査において、「課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組
む」生徒の割合全校生徒の８０％
○単元テストの平均正答率７５％以上

・「主体的・対話的で深い学び」の指導方
法の工夫を行う。
・学習内容の定着を補助する板書の工
夫を行う。
・めあてとまとめ、ふり返りのある１時間
完結型の授業実践を行う。
・研究授業を実施する。
・家庭学習の充実を図る（学習量の確保
と質の向上）。

B

・「課題の解決に向けて、自分で考え、自分か
ら取り組む」生徒の割合が全校生徒の80％で
あった。また、90％の職員が、主体的・対話的
で深い学びにつながる手立てをとりながら授
業を行うことができた。 B

・生徒の学力の強化にも力を入れて、やらさ
れる勉強から自分で課題を見つけ取り組む勉
強へ移行する「自ら気づき、考え、判断し、主
体的に行動する生徒へ」順調に進んでいるの
ではないかと思います。 研究主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○全学級において、道徳の授業を年１
回以上保護者に公開

・心の教育３点セットを活用した授業を
ふれあい道徳で実施する。
・朝の会で「伊万里っ子しぐさ」を活用す
る。
・性教育講座、薬物乱用防止教室、防
煙教室を実施する。

B

・１２月のふれあい道徳で、全学級において道
徳の授業を保護者に公開することができた。
心の教育３点セットや伊万里っ子しぐさの活
用について検討していきたい。
・全校で｢人権作文｣に関する取り組みを実施
しすることができた。
・社会科で部落史について学習する際は、学
級担任と連携し、道徳の授業においても人権
問題を取り扱った授業を行うことができた。
・中学２年生へ９月に性に関する講話、中学３
年生に１０月に薬物乱用防止教室を外部講
師より実施することができた。
・中学１年生の各クラスに、職員による防煙教
室を１１月に実施することができた。

A

・特記なし

道徳教育担当
人権･同和教育担当
性教育等担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ等の問題が発生した際は、生
徒指導主事を中心に、早期解決に向け
全職員で組織的に対応
○「生徒にとって安全で安心な学校づく
りが行われている」と感じる生徒８０％以
上

・生徒指導部会を毎週１回開催し、取組
や事案等の共通理解を図る。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に１回以上行う。
・情報教育を充実させ、情報モラル教室
を年間に１回以上実施する。

B

・アンケート結果より、いじめの早期発見、早
期対応体制の充実で、保護者82.7%、生徒
89.7%、教職員94.7%であった。成果指数の生
徒のポイントは達成することができた。来年度
の課題は、保護者回答率を過半数を超えた
ポイントが80%を超える成果指数を目標に上
げたい。保護者との密な連携が子供たちの安
心した学校生活につながると感じた。

B

・いじめる生徒、いじめられる生徒、どちらで
あっても不幸なことです。学校にばかり頼れる
事ではありませんが、見守りの方をよろしくお
願いします。 生徒指導主事

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

○ふるさとに愛着をもっていると回答す
る生徒８０％以上

・総合的な学習の時間や特別活動の年
間計画に「佐賀めぐり」を用いた教育課
程を編成する。 B

・朝読書で「佐賀めぐり」を実施したが、十分に
活用できたとは言えない。
・2年生の職場体験は実施できなかったが、職
業講話で地域の企業の方の話を聞き、仕事
に関する意識を高めることが出来た。

B

・特記なし

総合的な学習の時間担当
各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成
●安全に関する資質・能力の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒９０％以上
●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

・朝食の準備に関する授業を学年ごとに
家庭科で実施する。
・食育講演会を年間に１回以上実施す
る。
・交通安全教室を年間１回以上実施す
る。
・通学路の点検と危険個所の把握に努
め、生徒への指導助言を徹底する。

B

・家庭科以外の教科の授業場面で、食にふれ
食育を実施できるようにしたい。
・アンケートの結果、生徒４％、保護者18.4％
があまり当てはまらないという解答だったので
来年度は食育講演会を実施したり、食育だよ
りを発行したりして「健康と食事」の関係を伝
えていく。
・交通安全教育はクラスごとにDVDを視聴し、
主に自転車の乗り方について行った。年度当
初に実施することで、交通事故防止を図るこ
とができた。
・来年度は、今年度に確認した通学路の危険
個所も含めて交通安全教室を実施し、さらに
具体的な交通安全教室になるようにしていき

B

・特記なし

食育担当
安全指導担当

○「部活動に係るガイドライン」を踏まえ
た部活動の適正指導

○挨拶・返事がきちんとできる生徒８
０％以上

・部活単位やキャプテンによるボランティ
ア活動、挨拶運動を実施する。
・部活動顧問会及びキャプテン会議を定
期的に実施する。

B

・アンケート結果より、挨拶、返事、礼儀やマ
ナーなど生活に生きているかという観点に対
し、保護者72.4%、生徒87.5%、教職員94.7%で
あった。教職員や生徒のポイントは85%以上を
超える結果に対し、保護者の72.4%であること
から、学校では行っているが、地域や家庭で
は生かすことができていないと考察した。学校
での学びが多くの場面で発揮できるよう努め
てたい。

B

・特記なし

体育主任
各部活動顧問

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日を定期退勤日（部活動休
養日）に定め、職員のタイムマネジメント
力の向上を図る。 B

・残業時間を部活動終了後１時間と設定した
ことで職員の退勤時刻は早くなり、平均残業
時間は削減したが、職員の意識改革までには
至っていない。

A
・定時退勤には賛成ですが、こちらが17時以
降の仕事終わりが多く、先生と連絡取りたくて
も取れない日が続いた。

管理職

○学年・学級経営の充実 ○学年の協働意識の高揚、職務の効率
化の推進
○教職員の多忙感の解消

・週1回の学年会で情報交換や協議を行
い、共通理解に基づいた協働を推進す
る。
・担任の仕事、級外の仕事を明確にし、
支援体制を整える。

B

・各学年とも情報共有を図りながら協働実践
ができた。少ない人員で協力しながら何とか
乗り切った感が強く、多忙感の解消にはほど
遠い状況が続いている。

A

・特記なし

管理職
各学年主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特色ある学校づくり

○キャリア教育を通しての学ぶ意欲と態
度の育成

○「学習したことは、将来、社会に出たと
きに役立つ」と感じる生徒の割合９０％
以上

・キャリア教育年間指導計画（道徳・特
別活動・総合的な学習の時間・教科・行
事等とキャリア教育との関連図）の再検
討を行いながら教育実践を行う。
・キャリアパスポートによる系統的な指
導方法の研究を行う。

A

・３年生では進路決定から入試直前指導まで
の取り組みを充実させた。２年生では職業講
話や高校説明会を受けて、上級学校について
調べる学習を進めた。１年生では職業調べを
行い、発表会までもつことができた。94％の生
徒が、「学習したことが、将来、社会に出たと
きに役立つ」と回答した。

B

・特記なし

特別活動担当

○開かれた学校づくり

○行事等への参加促進と情報発信の活
性化

○授業参観・学校行事等への保護者参
加率６０％以上
○各種便りの定期的（毎月）な発行

・開催曜日、内容の工夫を行う。
・学校便り、学年・学級便り等を定期的
に発行する。 A

・保護者アンケートの「学校は、学校・学年・学
級便りや学校ホームページ、メール配信等に
より、学校の様子を保護者に知らせている。」
の質問項目において、「あてはまる」「ややあ
てはまる」との回答が83.9％であった。

A

・コロナ禍でいろんな行事が中止になり、学校
訪問の機会も少なかったですが、国見中の先
生方の挨拶はいつ伺っても気持ちの良いもの
でした。
・PTA活動の活性化、役員主導のPTA活動が
できるようになればいいなと思います。

管理職

○生徒指導体制づくり

○組織的な生徒指導体制の強化
○学級経営の充実・生徒理解の深化
○支援体制の整備
○教育相談の充実

○全職員共通の指導体制の確立
○隣接校や関係機関・地域との連携強
化
○不登校生徒への支援体制の充実
○特別支援教育の研修会を学期に１回
以上実施

・学年生徒指導担当者会や全職員によ
る生徒指導会議を実施する。
・他校や地域との生徒指導連絡会や巡
視の実施する。
・校内支援委員会、教育相談部会、サ
ポート会議、学年部会の連携を強化す
る。
・特別支援教育を充実させる。
・「教育相談便り」を発行する。
・ＳＣ、ＳＳＷの活用と教育支援センター
との連携を図る。
・年間３回の学校生活アンケートと教育
相談週間を実施をする。

B

・楽しい学校生活を送るために、教職員による教
育相談やスクールカウンセラーのカウンセリング
は生徒にとって効果があるとアンケートの結果か
ら読み取れる。しかし、保護者、教職員のポイント
は、90%に近いポイントであったが、生徒は77%と
大人との感じ方が違っていた。生徒のアンケート
には、教育相談の回数を増やしてほしいなどの意
見もあった。学校で生活を送る生徒のポイントが
保護者、教職員とポイントになることが望ましいと
考える。また、大人に言えない些細な悩み等も読
み取りながら、生徒との日々の関わりを大切に
し、笑顔の生徒を増やしていきたい。来年度は、
生徒のポイントを85%に上がるよう全職員で取り組
みたい。
・生徒や保護者、教職員の学校評価アンケートよ
り、教育相談やスクールカウンセラーの充実の部
分においては、保護者と教職員の約９０％の人が
当てはまると回答していることから、今年度実施し
た教育相談は効果的であると分かった。また、生
徒については約79％があてはまるという結果で
あったが、教育相談をもっと増やしてほしいなどの
意見も出たので、来年度は充実していると考える
生徒がもっと増えるように教育相談の内容などを
検討し実施することに努めたい。
・不登校傾向にある生徒に関しては、様々な機関
からの情報を提供し、来年度からの支援につなが

B

・特記なし

生徒指導主事
教育相談担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・今年度も昨年度同様、コロナ禍によりイレギュラーな学校運営となった。特に、学校行事の日程変更や内容の縮減・変更を余儀なくされたが、想定以上の成果をあげられたことは評価できるのではないかと考える。一方、ＰＴＡ活動
は一部の活動を除き、今年度もほとんどの活動を自粛した。次年度からは保護者との協力を図りながら活動を活性化させていきたい。
・学校の教育活動の発信については、今年度も約８３％以上の保護者から高い評価を得ることができた。
・本校の喫緊の課題である学力向上に向けては、厳しい現状が続いており、来年度以降も取組の継続・見直しはもちろん、小学校との連携・強化を尚一層図りながら更なる深化を図っていきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２ 学校教育目標 自ら気づき、考え、判断し、主体的に行動する生徒が育つ学校

３ 本年度の重点目標
（１）　分かる授業の構築と確かな学力の向上
（２）　豊かな心と健やかな体づくり
（３）　家庭・地域、他校との連携

４ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 伊万里市立国見中学校

１ 前年度
  評価結果の概要

・一昨年度同様、コロナ禍によりイレギュラーな学校運営となった。特に、学校行事の日程変更や内容の縮減・変更のために多くの時間を費やしたが、できる範囲で実施し成果をあげられたことは評価できるのではないかと考える。一
方、ＰＴＡ活動は一部の活動を除き、ほとんどの活動を削減せざるを得なかった。
・令和元年以前の課題であった学校の教育活動の発信については、２年続けて約９７％以上の保護者から高い評価を得ることができた。
・本校の喫緊の課題である学力向上に向けては、少しずつ成果が表れ始めており、令和４年度も取組の継続・発展はもちろん、小学校との連携・強化を一層図りながら更なる深化を図っていきたい。


